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⃝
試
験
日
　
９
月
23
日
㈷

⃝
試
験
会
場　
郡
山
市
労
働
福
祉

会
館
（
郡
山
市
虎
丸
町
）

⃝
申
込
期
間
　
８
月
１
日
㈪
～
９

月
９
日
㈮

※
受
験
方
法
、
制
度
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
白

河
地
域
事
務
所
☎
㉔
０
３
７
２

《
夜
間
３
級
受
験
対
策
コ
ー
ス
》

⃝
日
時
　
９
月
２
日
㈮
～
10
月
26

日
㈬
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

／
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

⃝
申
込
受
付
日
時
　
８
月
29
日
㈪

／
午
前
９
時
～
午
後
６
時

⃝
会
場
　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
受
講
料
　
１
万
円

⃝
定
員
　
20
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
受
付
日
の
午
後
６
時
か
ら

抽
選
）

⃝
申
込
方
法
　
受
付
時
間
内
に
申

し
込
み
後
、
午
後
６
時
に
受
講
料

を
持
参
し
、
再
度
セ
ン
タ
ー
へ

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
５
１
２

⃝
日
時
　
９
月
16
日
㈮
～
22
日
㈭

【
平
成
24
年
度
採
用
】

《
高
校
卒
程
度
》

⃝
職
種
・
採
用
予
定
人
員　
行
政

事
務　
２
人
程
度

⃝
資
格
　
平
成
２
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
６
年
４
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
（
学
歴
不
問
）

⃝
試
験
方
法
　
▽
第
一
次
試
験
＝

教
養
試
験
・
事
務
適
性
試
験
・
適

性
検
査　
▽
第
二
次
試
験
＝
口
述

試
験
・
身
体
検
査
・
作
文
試
験

⃝
第
一
次
試
験
の
日
お
よ
び
会
場

　

９
月
18
日
㈰
／
市
役
所
本
庁
舎

⃝
申
込
期
限　
８
月
19
日
㈮
ま
で

　
市
職
員
人
事
（
７
月
19
日
付
け
）

▼
課
長
相
当
職

▽
生
活
環
境
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

（
放
射
能
対
策
担
当
）
大
谷
成
孝

▽
地
域
支
援
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

（
避
難
者
対
策
担
当
）
星
野
雅
子

　　
今
年
度
の
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

ｉｎ
し
ら
か
わ
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
３

　
今
回
の
震
災
の
影
響
に
よ
り
、

開
催
日
・
白
河
地
域
の
会
場
が
次

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

⃝
開
催
日
　
10
月
12
日
㈬

⃝
会
場
　
▽
白
河
地
域　
中
央
体

育
館
（
北
中
川
原
）

※
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日

広
報
白
河
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７

２
２
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
４　
大
信
☎
㊻
２

１
１
４　
東
☎
㉞
２
１
１
６　

　
若
年
求
職
者
の
就
労
機
会
の
提

供
と
早
期
の
再
就
職
を
支
援
す
る

た
め
に
開
催
し
ま
す
。

⃝
開
催
日
　
９
月
９
日
㈮

⃝
会
場
　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
対
象
者
　
40
歳
未
満
の
求
職
者

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

若
年
者
地
域
連
携
事
業
事
務
局
☎

０
２
４
︲
９
５
６
︲
１
０
２
８

度
に
法
人
化
す
る
場
合
は
、
さ
ら

に
20
万
円
を
加
算
し
て
交
付
）

問
本
庁
舎
農
政
課　
内
２
２
２
５

／
各
庁
舎
事
業
課　
表
郷
☎
㉜
４

７
８
５　
大
信
☎
㊻
３
９
７
３　

東
☎
㉞
２
１
１
５　

　
真
剣
に
結
婚
を
望
ん
で
い
る
独

身
男
性
の
皆
さ
ん
、
12
月
18
日
㈰

に
開
催
さ
れ
る
「
出
逢
い
＆
ふ
れ

　
市
で
は
、
地
域
農
業
の
継
続
・

発
展
の
た
め
、
意
欲
的
に
活
動
し

て
い
る
営
農
組
織
や
団
体
を
支
援

す
る
「
が
ん
ば
る
集
落
営
農
団
体

育
成
支
援
事
業
補
助
金
」
を
創
設

し
ま
し
た
。

⃝
募
集
団
体　
６
団
体

⃝
募
集
期
限
　

8
月
31
日
㈬
ま
で

⃝
補
助
金
額
　
10
万
円
（
当
該
年

21 20

あ
い
の
会
」
に
向
け
て
、
自
分
を

磨
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
全
講
座
６
回
を
受
け
た
方
は
優

先
的
に
本
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝
日
時
　
９
月
８
日
㈭
～
11
月
24

日
㈭
（
毎
月
第
二
・
四
木
曜
日
）

／
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

⃝
会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
内
容
　
話
し
方
講
座
（
３
回
）、

身
だ
し
な
み
講
座
（
３
回
）

⃝
参
加
料
　
無
料

⃝
募
集
人
数
　
20
人

⃝
対
象
者　
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方　
▽
白
河
市
お
よ
び
西

白
河
郡
在
住
の
独
身
男
性　
▽
講

座
す
べ
て
を
受
講
で
き
る
方　
▽

「
出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会
」
に

参
加
で
き
る
方

⃝
申
込
期
間
　
８
月
１
日
㈪
～
31

日
㈬

⃝
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
創
出
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局
（
本
庁
舎
地
域

支
援
課
内
）
内
２
２
５
７
／
Ｅ
メ

ー
ルchiiki@

city.shirakaw
a.

fukushim
a.jp

／
各
庁
舎
総
務
課

表
郷
☎
㉜
２
１
１
１　
大
信
☎
㊻

２
１
１
１　
東
☎
㉞
２
１
１
１

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111

くらしの
情 報 館募

集

「
が
ん
ば
る
」
農
業

集
落
営
農
団
体

「
出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会
」

自
分
改
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者

（
当
日
消
印
有
効
）

《
身
体
障
が
い
者
対
象
》

⃝
職
種
・
採
用
予
定
人
員　
行
政

事
務　
１
人
程
度

⃝
資
格
　
昭
和
52
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
６
年
４
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
身
体
障
害
者
福
祉

法
第
15
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お
り
、

自
力
で
通
勤
が
で
き
、
介
助
な
し

に
職
務
の
遂
行
が
可
能
で
、
活
字

印
刷
の
出
題
お
よ
び
独
力
で
口
述

試
験
に
対
応
で
き
る
方
（
学
歴
不

問
）

◦
試
験
方
法
、
第
一
次
試
験
の
日

お
よ
び
会
場
、
申
込
期
限
　
《
高

校
卒
程
度
》
と
同
じ

※
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験

の
合
格
者
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
第
二
次
試
験
の
日
時
お
よ

び
会
場
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格

者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

※
受
験
案
内
お
よ
び
申
込
用
紙
は
、

本
庁
舎
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
総
務
課　
内
２
３
１
４

《
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
自
衛

隊
）
》

⃝
資
格
　
18
歳
以
上
21
歳
未
満

（
高
校
卒
見
込
み
含
む
）

／
午
前
９
時
～
午
後
９
時
（
※
17

日
、
21
日
、
22
日
は
時
間
短
縮
）

⃝
会
場
　
市
立
図
書
館
地
域
交
流

会
議
室
（
道
場
小
路
）

⃝
申
込
期
限
　
９
月
５
日
㈪
ま
で

⃝
対
象
　
▽
一
般
の
部　
市
内
に

居
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
し
て
い

る
高
校
生
以
上
の
方　
※
小
・
中

学
生
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
を
通

し
て
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

⃝
申
込
方
法
　
本
庁
舎
商
工
観
光

課
、
白
河
商
工
会
議
所
に
あ
る
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
本
庁
舎
商
工
観
光
課
ま
で
持

参
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

⃝
注
意
事
項
　
①
自
作
の
発
明
工

夫
で
あ
る
こ
と　
②
模
倣
品
・
手

芸
品
・
自
然
観
察
ま
た
は
空
想
だ

け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と　
③
輸

送
や
展
示
に
不
便
で
な
い
こ
と

問
本
庁
舎
商
工
観
光
課　
内
２
２
１
２

　
⃝
モ
ニ
タ
ー
期
間
　
９
月
～
平
成

24
年
３
月

⃝
内
容
　
11
月
、
平
成
24
年
１
月
、

３
月
に
本
の
紹
介
文
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
紹
介
文
は
、
広

報
白
河
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

館
内
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
等
に
掲
載
し

ま
す
。

⃝
募
集
人
数
　
８
人

⃝
募
集
期
限
　
８
月
20
日
㈯
ま
で

⃝
申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
好
き
な
本
の
ジ

ャ
ン
ル
、
お
勧
め
の
本
と
そ
の
中

か
ら
１
冊
を
選
び
紹
介
文
（
２
０

０
字
か
ら
４
０
０
字
程
度
）
を
書

い
て
、
市
立
図
書
館
へ
持
参
、
郵

送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
立
図
書
館
☎
㉓
３
２
５
０
／
〒

９６１
︲
０９５７
道
場
小
路
96
番
地
５
／
Ｅ

メ
ー
ルtoshokan@

city.shira
kaw

a.fukushim
a.jp　

敬
老
会

案
内

市
職
員
採
用
試
験

自
衛
隊
パ
イ
ロ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
講
座

白
河
市
発
明
展

図
書
選
定
モ
ニ
タ
ー

市長選挙および市議会議員一般選挙結果

〈白河市長選挙〉
当 鈴木和夫　28,363票
　 金山　屯　  3,682票
〈白河市議会議一般選挙〉
当 十文字博幸　1,875.533票
当 室井伸一　　1,834票
当 菅原修一　　1,655票
当 水野谷正則　1,448票  
当 穂積栄治　　1,346票
当 深谷博歩　　1,275.053票 
当 藤田文夫　　1,270.588票    
当 柴原隆夫　　1,259票
当 高橋光雄　　1,180票 
当 佐久間進　　1,161票 
当 深谷政男　　1,155.872票 
当 玉川里子　　1,153票

当 飯村　守　　1,139票  
当 大竹功一　　1,131.091票  
当 縄田角郎　　1,118票  
当 須藤博之　　1,104.080票  
当 筒井孝充　　1,104票 
当 緑川摂生　　1,102票  
当 深谷　弘　　1,095.460票  
当 北野唯道　　1,094票 
当 大花　務　　1,093票
当 吾妻一郎　　　976票  
当 藤田久男　　　948.411票 
当 戸倉耕一　　   941.908票  
当 佐川京子　　　905票  
当 石名国光　　　902票 
　 山口耕治　　　616票 
　 藤沢正典　　　473票

　白河市長選挙および白河市議会議員一般選挙は、７月10日に
投票、即日開票されました。結果は次のとおりです。
⃝当日有権者数　51,123人
⃝投　票　率　64.91%（両選挙とも同じ）

人
事

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
中
止

合
同
企
業
説
明
会
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の
方
々
）

⃝
参
加
料　
無
料　

⃝
定
員　
先
着
50
人　
※
要
申
込

⃝
申
込
期
限　
８
月
20
日
㈯
ま
で

問
柿
の
木
文
庫　
金か

な
ざ
わ沢
☎
㉘
１
５

５
５
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

《
こ
ど
も
坐
禅
会
》

⃝
日
時
　
８
月
10
日
㈬
／
午
前
11

時
～
午
後
１
時

⃝
対
象
　
小
中
学
生　
先
着
20
人

※
要
申
込

《
千
灯
供
養
会
》

⃝
日
時
　
８
月
13
日
㈯
／
午
後
５

時
30
分
か
ら

《
鉄
道
模
型
運
転
会
》

⃝
日
時
　
８
月
20
日
㈯
／
午
後
１

時
～
６
時　
８
月
21
日
㈰
／
午
前

９
時
～
午
後
２
時

＝
共
通

⃝
会
場
　
大
統
寺
（
馬
町
）

⃝
参
加
料
　
無
料

問
大
統
寺
☎
㉓
２
７
２
３

⃝
日
時
　
８
月
４
日
㈭
、
９
月
１

日
㈭
、
10
月
６
日
㈭
／
午
後
５
時

～
８
時

⃝
会
場
　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

⃝
内
容
　
不
動
産
登
記
・
会
社
登

記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、

少
額
の
裁
判
、
成
年
後
見
等
に
関

す
る
相
談

⃝
申
込
方
法
　
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
（
月
～
金
曜

日
）。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
１
７
８
５

　
乗
馬
で
心
や
体
を
い
や
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

⃝
日
時　
８
月
27
日
㈯
～
平
成
24

年
１
月
（
毎
月
土
・
日
曜
日
の
１

回
）
／
午
後
０
時
30
分
か
ら

⃝
会
場　
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
乗
馬

ク
ラ
ブ
（
棚
倉
町
大
字
関
口
）

⃝
参
加
料　
２
、
５
０
０
円
（
６

回
コ
ー
ス
）
※
初
回
の
み
の
参
加

は
無
料

⃝
対
象
者　
小
学
生　
初
回
１
２

０
人　
２
～
６
回　
80
人　

※
新
白
河
駅
前
か
ら
の
無
料
送
迎

バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

問
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
乗
馬
ク
ラ
ブ

青あ
お
き木
☎
０
２
４
７
㉝
７
５
２
３

　　
個
別
検
診
は
10
月
31
日
㈪
ま
で

受
診
で
き
ま
す
。
受
診
の
際
に
は
、

受
診
券
と
保
険
証
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
受
診
券

（
再
）
交
付
希
望
の
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
通
院
治
療
中
の
方
も
個

別
検
診
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
受

診
の
要
否
に
つ
い
て
は
、
主
治
医

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
個
別
検
診
は
、
各
実
施
医
療
機

関
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１

７
２

　
　

　
８
月
21
日
㈰
は
「
県
民
の
日
」

と
し
て
、
次
の
体
育
施
設
が
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
。

⃝
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

⃝
無
料
開
放
施
設
　
▽
総
合
運
動

公
園
中
央
体
育
館
・
国
体
記
念
体

育
館　
▽
し
ら
さ
か
の
森
ス
ポ
ー

ツ
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　
▽
表
郷

体
育
館　
▽
大
信
総
合
運
動
公
園

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
テ
ニ

ス
コ
ー
ト　
▽
東こ

ち風
の
台
運
動
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
ふ
れ
あ
い
プ

ー
ル
（
屋
内
プ
ー
ル
）　
▽
第
一

市
民
体
育
館　
▽
第
二
市
民
体
育

館　
▽
関
辺
市
民
体
育
館　
▽
大

沼
市
民
体
育
館

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
５
／
し
ら
さ
か
の
森
ス

ポ
ー
ツ
公
園
☎
㉘
２
３
２
２
／
各

庁
舎
教
育
振
興
課　
表
郷
☎
㉜
４

７
８
２　
大
信
☎
㊻
３
９
７
６　

東
☎
㉞
３
１
４
６　

⃝
日
時　
８
月
27
日
㈯
／
▽
第
一

部
（
０
～
３
歳
対
象
）
午
後
１
時

30
分
か
ら　
▽
第
二
部
（
３
～
７

歳
対
象
）
午
後
２
時
か
ら　
▽
第

三
部
（
８
歳
以
上
対
象
）
午
後
３

時
～
４
時

⃝
会
場　
市
立
図
書
館
１
階
お
は

な
し
の
小
屋
（
道
場
小
路
）

⃝
講
師　
森も

り
し
ま島

瑛え
い
こ子

氏
・
藤ふ

じ
い井

早さ

苗な
え

氏
・
荒あ

ら
い井
督と

く
こ子
氏
（
公
益
財
団

法
人
東
京
子
ど
も
図
書
館
の
講
師

23 22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー

わ
ら
べ
う
た
と
お
は

な
し
を
た
の
し
む
会

案
内

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
寺
子
屋
シ
リ
ー
ズ

《白河市農商工連携促進補助金》
　本市にある農畜産物等の豊富な地域資源を活用し、農商工連携によ
り新たな商品開発、販路開拓等の事業展開を目指す団体を支援します。
⃝対 象 者　市内に住所を有する農林業者で組織する団体（農業法人

を含む）、食品の製造等を行う市内民間事業者（商工団体
を含む）、特定非営利活動法人またはその他個人で構成さ
れ、複数の構成員が相互に連携し、協働で新事業の創出
に向けた取り組みを行う団体。

⃝事業内容　当該年度内に事業が完了し、農畜産物等を活用して加工
に取り組む活動に対し補助金を交付します。

⃝募集期限　８月31日㈬まで　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問本庁舎農政課　内2224

白河市産の農畜産物を活用した新たな商品開発を支援します

事業内容 補助率 補助限度額
１．プラン創出事業

補助対象
経費の３
分の２以
内

20万円
２．事業化推進
　　事業

①新商品の開発から販路開
　拓までの事業化に向けた
　一連の取り組み

60万円

②本事業で開発された商品
　または団体で開発した新
　商品の市場評価収集や販
　路開拓のための商談会、
　物産展等に要する経費

20万円

体
育
施
設
無
料
開
放

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『
ロ
ー
カ
ル
は
新
し
い
』

市
長
の

手
控
え
帖

   

国
の
復
興
構
想
会
議
か
ら
「
悲
惨
の
な
か
の
希
望
」

と
題
す
る
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
「
自
然

の
脅
威
と
人
類
の
驕
り
の
前
に
、
現
代
文
明
の
弱
さ

が
露
呈
し
た
。
文
明
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て
い
る
」

と
あ
り
ま
す
。
経
済
成
長
で
国
を
富
ま
し
、
生
活
を

豊
か
に
す
る
。
生
産
量
の
大
き
さ
＝
幸
せ
の
大
き
さ

と
し
、
社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
こ
れ
に
合
わ
せ
、
科
学

技
術
の
力
を
結
集
し
て
き
た
。
間
違
っ
て
は
い
な
い

が
、
偏
り
す
ぎ
た
。
結
果
と
し
て
、
自
然
環
境
は
悪

化
し
、
文
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
壊
れ
、
災
害
に
は

脆
い
社
会
と
な
っ
た
。
未
来
に
新
た
な
道
筋
を
つ
け

て
い
く
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
き
く
い

え
ば
、
巨
大
・
集
中
か
ら
小
型
・
分
散
、
グ
ロ
ー
バ

ル
か
ら
ロ
ー
カ
ル
へ
。

   

そ
の
象
徴
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
向
き
あ
い
方

が
あ
り
ま
す
。
豆
腐
の
上
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
な
列

島
に
54
基
の
原
発
は
危
険
、
し
か
も
核
制
御
の
技
術

は
い
ま
だ
持
っ
て
い
な
い
。
古
い
も
の
か
ら
順
次
廃

炉
に
し
、
国
の
強
い
意
志
と
明
確
な
政
策
に
よ
り
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
こ
と
が
時
代
の
要
請
で

す
。
切
羽
詰
ま
れ
ば
思
い
も
よ
ら
な
い
力
を
出
す
の

が
人
間
、
必
ず
で
き
ま
す
。
日
本
は
多
様
な
地
形
や

気
象
に
富
ん
で
い
る
。
日
照
に
恵
ま
れ
た
地
に
は
太

陽
光
、
強
い
風
に
は
風
力
、
温
泉
地
帯
に
は
地
熱
、

森
林
に
は
バ
イ
オ
マ
ス
。
い
ず
れ
も
地
域
の
特
性
を

い
か
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
電
気
や
熱
で
す
。
生
活
す

る
地
域
が
ク
リ
ー
ン
で
無
尽
蔵
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
舞

台
に
な
り
、
発
電
や
蓄
電
事
業
か
ら
雇
用
が
生
ま
れ

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
産
業
化
は
地
域
を

大
き
く
変
え
る
と
思
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
小
型

化
・
分
散
化
は
、
首
都
機
能
移
転
や
地
方
分
権
と
も

重
な
り
合
い
、
国
の
い
び
つ
な
姿
を
修
正
す
る
と
と

も
に
、
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
か
ら
の
回
避
や
分
散
に
も

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
歴
史
や
風
土
を

い
か
し
た
地
方
の
再
生
に
つ
な
が
り
、
新
た
な
日
本

の
国
づ
く
り
の
指
針
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
ロ
ー
カ
ル
の
持
つ
意
味
で
す
。
私

た
ち
は
と
て
つ
も
な
い
大
都
市
、
ど
こ
の
も
の
と
も

分
か
ら
な
い
ヨ
コ
文
字
の
銀
行
、
城
塞
の
よ
う
な
発

電
所
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
巨
大
や
集
中
は
あ
る

点
ま
で
は
合
理
的
。
で
も
度
を
過
ぎ
る
と
重
荷
に
な

り
害
を
も
た
ら
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
は
避
け
ら
れ
な
い

と
は
い
う
も
の
の
、
よ
り
競
争
は
激
し
く
な
り
、
心

は
落
ち
着
か
な
い
。
足
元
を
見
れ
ば
生
活
の
基
盤
が

空
洞
化
し
て
い
る
。
誰
も
が
こ
れ
で
い
い
の
か
、
疑

問
を
持
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
昭
和
30
年
代
頃
の
街

並
み
や
暮
ら
し
を
描
い
た
映
画
や
催
し
も
の
が
人
気
。

懐
か
し
さ
、
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
に
ひ
た
れ
る
か
ら

で
し
ょ
う
か
。
貧
し
さ
の
中
に
明
る
さ
が
あ
り
、
共

同
体
の
一
員
と
し
て
支
え
ら
れ
、
守
ら
れ
て
い
る
安

ら
ぎ
が
あ
る
。
ま
ち
な
か
に
は
商
店
が
揃
い
、
冠
婚

葬
祭
や
茶
飲
み
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
息
づ
く
。

こ
れ
が
災
害
な
ど
危
機
の
時
に
は
、
救
い
の
オ
ア
シ

ス
に
な
り
ま
す
。
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
ま
ち
な
か

は
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
に
な
り
、
農
村
は
過
疎
化
に
悩

む
。
こ
れ
を
“
豊
か
”
と
い
い
“
発
展
”
と
い
う
の

で
し
ょ
う
か
。
共
同
体
を
壊
し
て
ど
こ
に
安
住
の
場

所
を
求
め
る
の
で
し
ょ
う
。

  

今
、「
こ
の
道
を
歩
き
続
け
て
い
い
の
か
」
を
日
本

人
は
考
え
て
い
ま
す
。
勿
論
、
恒
心
を
保
つ
に
は
一

定
の
豊
か
さ
は
欠
か
せ
な
い
。
と
同
時
に
、
地
域
と

の
か
か
わ
り
や
心
の
安
定
も
大
事
で
す
。
長
島
や
大

鵬
の
時
代
を
、
歴
史
の
一
コ
マ
と
し
て
懐
か
し
む
の

で
は
な
く
、
あ
の
頃
の
よ
う
な
人
間
と
生
活
・
生
業

が
分
離
し
な
い
社
会
を
つ
く
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
自
然
の
摂
理
に
反
す
る
行
い
は
行
き
詰
る
。

自
然
の
法
則
の
中
で
、
謙
虚
に
生
を
営
む
こ
と
が
文

明
を
変
え
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ロ
ー
カ
ル
は
、

生
活
を
守
り
、
穏
や
か
で
落
ち
着
き
が
あ
る
。
ロ
ー

カ
ル
こ
そ
新
し
い
。
大
震
災
は
、
ロ
ー
カ
ル
を
先
端

の
思
想
に
押
し
上
げ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
惨
禍
を
も
た
ら
し
て
い
る
原
発
も
、
よ
う
や
く
冷

温
化
に
向
け
た
条
件
が
揃
っ
た
よ
う
で
す
。
冷
温
停

止
の
作
業
が
順
調
に
進
む
こ
と
を
祈
る
思
い
で
見
つ

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
停
止
し
て
も
地
表
に
降
り

た
放
射
性
物
質
の
除
去
、
健
康
調
査
等
の
対
策
は
こ

れ
か
ら
が
山
場
で
あ
り
、
風
評
被
害
と
の
戦
い
は
長

く
苦
し
い
も
の
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
被
災
者
や
避
難
者
へ
の
支
援
は
多
岐
に
わ

た
り
、
行
政
の
き
め
細
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

す
で
に
工
事
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
公
共
災
害
の
復

旧
も
急
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
県
全
体
に
明
る
い
こ
と
が
な
い
中
、
白
河
で
は
ヨ

ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
、
中
町
に
楽ら

く
ら蔵
、
商
工
会
議
所
が
相

次
い
で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ま
た
、
先
月
末
に
は

待
望
の
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
延
期
さ
れ
て
い
た

ヤ
フ
ー
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
も
近
々
着
工
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
災
害
で
数
か
月
遅
れ
ま
し
た
が
、

間
違
い
な
く
発
展
へ
の
確
か
な
足
取
り
を
刻
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
の
度
、
皆
様
の
信
任
を
戴
き
再
び
市
政
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
か
っ
て
な
い
難
局
で
す
。

皆
様
と
手
を
取
り
合
っ
て
、
白
河
か
ら
希
望
の
灯
を

高
く
揚
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


